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研究成果の概要（和文）：全国規模の調査において、アカリンダニが日本固有種であるニホンミツバチに甚大な
被害を及ぼしていること、またこの10年間で急速に分布を拡大したことを取りまとめた。遺伝子解析の結果から
アカリンダニは海外から持ち込まれた可能性が高いことを示した。また、ニホンミツバチでとりわけ重症化する
要因としてグルーミング行動が関与していることを、セイヨウミツバチとの比較実験によって明らかにした。さ
らに農薬がグルーミング行動に影響する可能性についても調査した。

研究成果の概要（英文）：Genetic analysis shows that the tracheal mite Acarapis woodi is an 
introduced species in Japan. Our research shows that the mite has spread quickly throughout most of 
Japan and has had a destructive effect on the Japanese honey bee, Apis cerana japonica. We revealed 
that the Japanese honey bee is particularly susceptible because its auto-grooming behavior is not as
 effective as that of the European honey bee, Apis mellifera. We investigated whether pesticides, 
including neonicotinoids, affect the auto-grooming behavior.

研究分野： 保全生態学

キーワード： ミツバチ　アカリンダニ　外来生物　農薬　グルーミング行動　病気　分布拡大　寄主拡大
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題は、アカリンダニ－ミツバチ－農薬の3種の関係性を通して、ハナバチ疾病の重症化メカニズムの一部を
解明した学術的価値の高い研究となった。また、人間活動による外来生物の持ち込みや化学物質の使用等が在来
ハナバチの脅威となることを示したことは、ミツバチのみならず野生ハナバチの存続に警鐘をならす重要な知見
として、今後の活用が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

アカリンダニは、ミツバチの気管に寄生する微小なダニである。かつて欧米で猛威を振る

った本ダニが、2010 年初めて日本で確認された。国内には在来のニホンミツバチ Apis cerana 

japonica の他に、海外から導入したセイヨウミツバチ A. mellifera が生息しているが、アカリ

ンダニがニホンミツバチに対してのみ甚大な被害を及ぼすとの報告が得られている。また、

このような疾病発症の要因として農薬による宿主の免疫力の低下が疑われる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、ニホンミツバチ減少の脅威となるアカリンダニの分布拡大状況とその重症

化メカニズムを明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

（1）国内におけるアカリンダニの分布調査 

ニホンミツバチとセイヨウミツバチ合わせて 3,792 コロニーから、1 コロニーあたり原則 20

個体以上のワーカーを採集し、検鏡解剖によって寄生状況を調査した。 

（2）アカリンダニの遺伝子解析 

上述のサンプルから寄生された気管ごと DNA を採集し、ミトコンドリアの COI 領域および

リボソーム RNA の 18S-28S 領域において、ミツバチの遺伝子は増幅せず、アカリンダニの

遺伝子が特異的に増幅するプライマーを開発し、塩基配列を決定した。 

（3）ミツバチ 2 種へのアカリンダニ寄生実験 

実験室内で寄生ミツバチ個体から、健全なニホンミツバチおよびセイヨウミツバチへアカ

リンダニが移動する比率を比較した。 

（4）ダニを付着させた時のミツバチ 2 種の行動比較 

ニホンミツバチおよびセイヨウミツバチのそれぞれの胸部背面にアカリンダニを付着させ

た後、ミツバチがダニを払い落とそうとする行動（＝グルーミング）を一定時間観察し、ダ

ニを付着させなかった場合（コントロール）の行動と比較した。 

（5）ネオニコチノイド農薬を曝露したミツバチへのアカリンダニ寄生実験 

イミダクロプリド、チアメトキサム、クロチアニジンの 3 種類の農薬をセイヨウミツバチに

経口投与し、アカリンダニに対する対抗行動にどのような影響を及ぼすかを評価した。 

（6）寄生されたミツバチの発熱能力への影響 

アカリンダニに寄生されたニホンミツバチコロニーと、健全なコロニーを低温条件下に置

き、サーモグラフィを用いて体温の変化を計測した。 

  

 

  



４．研究成果 

（1）国内におけるアカリンダニの分布調査 

2012 年以降急速にアカリンダニの分布が拡大し、2018 年には和歌山と高知を除く全県でア

カリンダニが発見された。ニホンミツバチコロニーの約半数が寄生されていたが、セイヨウ

ミツバチではほとんど寄生はされていなかった。 

（2）アカリンダニの遺伝子解析 

国内に分布しているアカリンダニは単一のハプロタイプで海外のものと一致した。 

（3）ミツバチ 2 種へのアカリンダニ寄生実験 

ニホンミツバチへの気管への侵入率が高いことが明らかになった。 

（4）ダニを付着させた時のミツバチ 2 種の行動比較 

ダニを付着させなかった場合（コントロール）では、両種ともグルーミングをした個体の比

率が約 20%だった。一方、ダニを付着させた場合では、両種ともグルーミングが誘発された

が、セイヨウミツバチよりもニホンミツバチの方がその比率が低い結果となった。また、両

種においてグルーミングがダニの除去に効果的であることが示されたが、グルーミングを

行った場合でも、ニホンミツバチの方がダニを除去する能力が低いことがわかった。全体で

みると、ニホンミツバチは、セイヨウミツバチの約半数のダニしか除去できなかった。 

（5）ネオニコチノイド農薬を曝露したミツバチへのアカリンダニ寄生実験 

3 種の農薬投与はダニの除去率に影響したとは言えなかったが、ダニに気づくまでの時間に

影響が見られた。 

（6）寄生されたミツバチの体温への影響 

アカリンダニに寄生されたミツバチの発熱能力が低下することが確認された。 
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